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■

計
画
策
定
の
背
景

環
境
問
題
で
は
、
赤
土
流
出
等
に
よ
る

沿
岸
海
域
の
汚
濁
、
事
業
場
排
水
、
家
庭

排
水
等
に
よ
る
河
川
の
水
質
汚
濁
、
廃
棄

物
の
排
出
量
増
加
や
多
様
化
、
都
市
部
に

お
け
る
身
近
な
自
然
の
減
少
、
開
発
に
伴

う
生
態
系
の
か
く
乱
と
い
っ
た
こ
れ
ま
で

も
あ
っ
た
問
題
へ
の
対
応
が
一
層
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
や

環
境
ホ
ル
モ
ン
等
に
よ
る
次
世
代
に
及
ぶ

環
境
汚
染
、
地
球
温
暖
化
や
オ
ゾ
ン
層
の

破
壊
と
い
っ
た
地
球
的
規
模
の
問
題
な

ど
、
影
響
の
期
間
や
範
囲
等
の
点
で
、
複

雑
・
多
様
化
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
と
は

違
っ
た
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
適
切
に
対
処
す
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
の
規
制
を
中
心
と
し
た
環
境
対
策

に
留
ま
ら
ず
、
県
民
生
活
や
事
業
活
動
で

環
境
に
配
慮
し
た
行
動
が
行
わ
れ
る
よ
う

誘
導
す
る
政
策
が
、
幅
広
く
様
々
な
分
野

で
展
開
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、「
沖
縄
県

環
境
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

■
「
沖
縄
県
環
境
基
本
計
画
」
と
は
？

計
画
で
は
、「
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
た
や
す
ら
ぎ
と
潤
い
の
あ
る
沖
縄

県
」
を
、
沖
縄
が
目
指
す
環
境
の
姿
と
し

ま
し
た
。
そ
の
下
に
「
循
環
」「
共
生
」

「
参
加
」「
地
球
環
境
保
全
」
の
四
つ
の
基

本
目
標
を
定
め
、
そ
れ
に
基
づ
き
各
分
野

ご
と
の
政
策
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
個
別
の
政
策
ご
と
に
、
実
施
期

間
や
目
標
数
値
、
そ
の
実
現
の
手
段
と
い

っ
た
シ
ナ
リ
オ
を
定
め
て
お
り
、
実
効
性

の
高
い
計
画
と
し
ま
し
た
。

計
画
の
期
間
は
平
成
十
五
年
度
か
ら
平

成
二
四
年
度
ま
で
の
十
年
間
と
し
、
中
長

期
的
視
点
に
立
っ
た
総
合
的
・
体
系
的
に

必
要
な
政
策
を
展
開
す
る
た
め
の
計
画
と

な
っ
て
い
ま
す
。

計
画
の
素
案
の
段
階
か
ら
、
県
民
の
皆

様
の
意
見
の
反
映
も
図
り
ま
し
た
。
本
島

北
部
、
中
部
、
南
部
、
宮
古
、
八
重
山
の

５
地
域
で
の
公
聴
会
の
開
催
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
赤
土
等
流

出
防
止
対
策
の
イ
メ
ー
ジ
図
に
つ
い
て

は
、
実
効
性
が
疑
わ
し
い
の
で
環
境
団
体

で
作
成
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
図
を
取
り
入

れ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
、

そ
れ
を
反
映
さ
せ
た
イ
メ
ー
ジ
図
に
修
正

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、市
町
村
長
か
ら
の
意
見
と
し
て
、

同
計
画
を
策
定
す
る
際
の
関
連
資
料
を
巻

末
に
掲
載
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
見

が
あ
り
、
条
例
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

等
の
資
料
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
沖
縄
の

環
境
に
関
す
る
資
料
と
し
て
も
ぜ
ひ
ご
覧

に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

沖
縄
県
環
境
基
本
計
画
は
県
庁
２
階

の
情
報
セ
ン
タ
ー
、
県
内
各
地
の
県
立
図

書
館
等
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://www.pref.okinawa.jp

/kankyo.htm
l

）
を
通
じ
広
く
公
開
し
て

い
ま
す
。

今
日
か
ら
出
来
る
地
球
に
や
さ
し
い
行

動
の
具
体
例
を
示
し
ま
す
の
で
、
み
ん
な

で
行
動
を
起
こ
し
ま
し
ょ
う
！

県
は
こ
れ
ま
で
、「
沖
縄
県
環
境
管
理
計
画
」（
平
成
六
年
策
定
）
に
よ
り
環
境
に
つ
い
て
の
様
々
な
政

策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
四
月
に
は
、
同
計
画
を
発
展
さ
せ
た
「
沖
縄
県
環
境
基
本
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

沖
縄
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
保
全
し
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
本
計
画
に
基
づ
き
、
県
民
や
事
業
者

の
皆
さ
ん
と
一
層
協
力
し
な
が
ら
、
よ
り
幅
広
い
分
野
で
様
々
な
政
策
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

県民、事業者、行政等のすべての主体が、それ
ぞれの立場に応じた公平な役割分担のもと、『環境
保全活動への積極的な参加』

に向けた環境保全施策
として、「環境教
育・環境学習の推
進」、「自主的な環
境保全活動の促進」、
「普及・啓発活動の推
進」に取り組みます。

環境保全に取り組むための具体例
●自らの生活が環境に及ぼす影響を学習し認識を深め
るため、講習会・講演会などを利用したり、白然体験
を積み重ねるなど環境学習に積極的に取り組む。
●家族や近隣の人々と誘い合って、リサイクル活動、
緑化活動、環境美化活動など、地域における自主的な
環境保全活動への参加に努める。
●囲いを生け垣にする、庭に一本の木を育てるなどし
て家庭の緑化に努める。
●公共空間、公共施設でのマナーアップに努める。

地球環境問題の解決に向け、地域からの取り組み
を着実に実施することや、環境保全に関する地域か
らの国際協力に努めるなど『地球環境の保全に貢献
する社会づくり』に向けた環
境保全施策として、「地球
温暖化防止対策の推進」、
「オゾン層保護対策の推
進」、「酸性雨対策の推進」、
「その他の地球環境問題へ
の取組の推進」、「国際環境
協力の推進」に取り組みます。

環境保全に取り組むための具体例
●県民・民間団体は節電、節水、マイカー使用の自粛、公

共交通機関や自転車の利用など、省資源・省エネルギー型

ライフスタイルを確立し、観光旅行者等一時滞在者はこれ

に協力する。

●アイドリングストップやタイヤ空気圧の適正保持などエ

コドライブに努める。

●太陽熱温水器、太陽光発電を設置するなど自然エネルギー

を活用する。

●フロン使用の商品を破棄する場合等にはフロン回収に協力する。

優れた自然環境や多様な生態系を保全し、様々
な自然とのふれあいの場や機会を確保するなどの
『人と自然が共生する潤いのある地域づくり』に向
けた環境保全施策として、「緑・水辺・景観の保全
と創造」、「歴
史・文化環境
の保全と創造」、
「海域生態系の
保全」、「陸域生
態系の保全」、
「陸水域生態系
の保全」に取
り組みます。

環境保全に取り組むための具体例
●貴重な野生動植物や、生息・生育する区域が限定され

ている野生動植物を取らない、生息・生育する区域を荒

らさないよう努める。

●森や緑地を地域の財産として保全するとともに、身近

にある自然やみどりを大切にする。

●川や海に汚水を流さない、ごみを捨てないよう努める。

●砂浜への車の乗り人れ禁止に心がける。

生産、流通、消費、廃棄等の社会経済活動の全
段階を通じて、資源やエネルギーの効率的・循環
的な利用を進め、汚染物質や廃棄物の発生抑制、
適正処理を図ることなどにより、自然の物質循環
に与える影響を極力抑えた『環境
への負荷の少ない循環型の社会
づくり』に向けた環境保全施
策として、「大気環境の保全」、
「水環境の保全」、「化学物質対
策の推進」、「騒音・振動・悪
臭の防止」、「土壌・地下水環境
の保全」、「赤土等流出の防止」、「廃
棄物・リサイクル対策の推進」に取り組みます。

環境保全に取り組むための具体例
●生ごみの家庭内での再利用を図るなど、家庭ごみの減
量化に努めるとともに分別収集に協力する。
●使い捨て製品の利用を控える、マイバッグを持参する
などして、ごみ発生の抑制に努める。
●行楽で出たごみは家まで持ち帰える。
●台所の洗い場に三角コーナーを設けたり、流し口に網
をつけるなどして、調理屑や食べ残しをそのまま流さな
いよう努める。

�
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３ －１－１大気環境の保全

目標設定項目 1 二酸化窒素環境基準の達成
環境保全課、環境政策課、道路建設課、道路維持課、
都市モノレール建設室、交通政策室
○二酸化窒素の環境基準達成局率について、一般環境大気測定局
の平成13 年度(2001 年度)の達成率100.0 ％を維持します。ま
た､自動車排出ガス測定局については､平成13 年度(2001年度)
の達成率100.0 ％の維持に努めます。
○大気中の汚染物質の実態把握
・大気汚染物質の常時測定
・保健サーベイランス調査事業
○自動車交通公害対策の総合的推進
◇低公害車の計画的普及
・低公害車普及計画の策定・実施
・庁用車への低公害車の率先導入の推進（更新車両の低公害
車化）

◇第３次渋滞対策プログラムの推進
・交通容量の拡大（バイパスの整備等）・ボトルネックの解
消（交差点の改良等）
・公共交通機関の利便性の向上・既存道路の有効利用
・交通需要マネージメント
◇経済的誘導策、表彰、公表を活用した、家庭・学校・地域・
事業所における低公害車の利用促進、公共交通機関の利用促進

○固定発生源対策の推進
・法・条例に基づく規制・指導の徹底
・事業所の自主的環境配慮活動の促進（経済的誘導策、表彰、公
表を活用した窒素酸化物等の削減促進）
・発生施設改善の促進と支援のあり方の検討
○二酸化窒素の環境基準達成局率
〈一般環境大気測定局〉 〈自動車排出ガス測定局〉
H９年度：100.0 ％（11/11 局） H９年度 ：100.0 ％（４/４局）
H10 年度：100.0 ％（11/11 局） H10 年度： 75.0 ％（３/４ 局）
H11 年度：100.0 ％（11/11 局） H11 年度：100.0 ％（４/４ 局）
H12 年度：100.0 ％（11/11 局） H12 年度：100.0 ％（４/４ 局）
H13 年度：100.0 ％（11/11 局） H13 年度：100.0 ％（４/４ 局）
(2001年度) (2001年度)

将来：100 ％を維持　　　　　　将来：100 ％の維持に努める

窓口となる
課・室

目標設定内容

達成シナリオ
(主要な対策・
スケジュール
など)

進捗状況
(これまでの施
策の実績及び
施策の数値目
標・達成時期)

▼ ▼
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二酸化窒素環境基準の達成（自動車排出ガス測定局）

達成率100％の維持に務める

（主要な対策・スケジュールなど）
・大気汚染物質の常時測定
・低公害車の計画的普及
・第３次渋滞対策プログラムの推進
・経済的誘導策、表彰、公表を活用した普及啓発

電気自動車

─現状─
ディーゼル車
ガソリン車

─将来─
低公害車
（電気自動車、天然ガ
ス自動車、メタノール
自動車、ハイブリッド
自動車、低燃費かつ低
排出ガス認定車等）

●お問い合わせ

県環境政策課　

TEL：098-866-2183

FAX：098-866-2240

●目標設定項目
●窓口となる課・室
●目標設定内容

達成シナリオ
●本県において継続

実施中又は実績のあ

る施策
●今後実施予定の施策

進捗状況

（実績・将来数値目標）

施策を図・表・写真

で説明

「買い物ゲーム」の流れ

①ルールの説明
テーマは買い物・料理・ごみ

②模擬店舗のようす

③買い物ゲーム開始
レシピに従ってカレーの材
料を模擬店舗で購入します。

④ごみ処理費も計算してみます。

⑤出るごみが少なくなるよう
なアイディアをみんなで考え
ます。

⑥買い直し
今度は、ごみ処理費も考えて
慎重に。

⑦結果発表
よくできました！今日学んだ
ことをふりかえります。

子ども達の

ふりかえりシートから

これからは物を大事にし、生ゴミは肥
料にし、缶はリサイクルするなどしてごみ
を減らし、工夫していきたいです。今日やっ
たことを生かして、普段の買い物をするときに
気をつけたいです。ありがとうございました。

今日の学習で気がついたことは、あんがいみ
んなリサイクルの基本は知っているんだ
なということでした。そしてやっぱ
り少しめんどくさいんだなと思

いました。

子ども達のふりかえりシートから
私たちが何気なく買っているものでも、
地球の環境にやさしくないものはたくさん
あるということに気がつきました。

講座を実施した

クラス担任の先生の意見
最初からごみを少なく出す方法を考えさ
せるのではなく、失敗を通してよりよい方法
を考えていくというのは、子供たちにとってより
記憶に残ったと思います。「失敗を通して学ぶ事」
私たちも大変参考になりました。また、絵カードがた
くさん準備されていて、子供たちが楽しくわかりやす
い授業が展開されていたと思います。

活動→課題をつかむ→アイディアを練る→再活動→
反省と感想　の流れが大変スムーズで、２校時の
短い時間であれだけの学習効果が展開された
ことに驚きました。他の教材でもそうい
う展開をとり入れてみたいと思い

ました。

お問い合わせ
買い物ゲームについて、もっとよく知り
たい人は、「Eco・エコ　買い物ゲーム
ごみを減らす体験学習プログラム」（合同
出版）をご覧になるか、下記までお問い
合わせ下さい。
講座実施の希望も受け付けています。

■県環境整備課

TEL: 098-866-2231 FAX: 098-866-2235

■沖縄リサイクル運動市民の会

TEL: 098-886-3037 FAX: 098-886-3001

http://www.ryucom.ne.jp/users/kuru2/

将来を担う子供たちにごみ減量・リサイクルの重要性を認識さ
せる環境教育・環境学習の充実は、循環型社会形成のためには大
きな意義があります。
県は、「沖縄リサイクル運動市民の会」と連携して、平成12年

度から、体験学習プログラム「ごみ減量・リサイクル講座」（通称
「買い物ゲーム」）を県内小学校等で実施しています。平成14年度
までの３年間で、36クラス約1,400人の児童が受講しました。

環
境
基
準
達
成
局
率
（
％
）


